
(57)【要約】

【課題】　部屋の改装工事、隣接する部屋の間の改装工

事などを簡単に行えるコンクリート製集合住宅を提供す

る。

【解決手段】　コンクリート製の構造垂直柱部３と、構

造垂直柱部３の間を格子状に連結するコンクリート製の

構造水平梁部５と、構造垂直柱部３と構造水平梁部５と

で区画された左右、前後、上下の複数の室領域７間に設

けられた木製の壁体部９とで構成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 垂 直 に 立 設 さ れ た 複 数 本 の コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 垂 直 柱 部 と 、 こ れ ら の 構 造 垂 直 柱 部 間
を 格 子 状 に 連 結 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 水 平 梁 部 と 、 前 記 構 造 垂 直 柱 部 と 構 造 水 平 梁 部
と で 区 画 さ れ た 左 右 、 前 後 及 び 上 下 の 複 数 の 室 領 域 間 に 設 け ら れ た 木 製 の 壁 体 部 と か ら な
る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、
　 前 記 壁 体 部 が 上 下 の 室 領 域 間 を 区 画 す る 上 下 壁 と 、 左 右 ・ 前 後 の 室 領 域 間 を 区 画 す る 左
右 前 後 壁 と か ら な り 、 前 記 上 下 壁 及 び 前 記 左 右 前 後 壁 は 木 材 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、
　 前 記 壁 体 部 が 、 複 数 本 の 棒 体 と 、 こ れ ら の 棒 体 に 固 定 さ れ て 床 部 ま た は 天 井 部 ま た は 左
右 前 後 壁 部 を 形 成 す る 板 材 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、
　 前 記 棒 体 は 、 複 数 本 に 分 割 さ れ た 小 寸 法 棒 体 と 、 こ れ ら の 小 寸 法 棒 体 を 連 結 す る 連 結 手
段 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、
　 前 記 棒 体 は 、 前 記 構 造 水 平 梁 部 に 固 定 手 段 を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 構
造 水 平 梁 部 に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト の 挿 入 固 定 板 部 が 挿 入 さ れ る 棒 体
端 部 の ス リ ッ ト と 、 こ の ス リ ッ ト に 挿 入 さ れ た 挿 入 固 定 板 部 を 棒 体 に 固 定 す る ボ ル ト と か
ら な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、
　 前 記 室 領 域 内 に 設 け ら れ て 室 領 域 内 を 間 仕 切 り 可 能 な 木 材 か ら な る 室 内 壁 が 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 「 複 層 戸 建 て コ ン ク リ ー ト 住 宅 」 が 記 載 さ れ て お り 、 特 許 文 献 ２ に 「 耐 力
梁 と 耐 力 柱 を 持 た な い 複 層 コ ン ク リ ー ト 住 宅 」 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 者 は 、 ボ ッ ク ス 型 の 外 壁 構 造 体 に 建 築 法 で 要 求 さ れ る 強 度 を 与 え 、 そ の 内 部 で 木 造 ま
た は 鉄 骨 造 り の 床 組 を 支 持 し た こ と に よ り 、 自 由 な 床 組 と 間 仕 切 り の 構 築 を 可 能 に し 、 多
様 な 改 装 、 特 に 、 上 下 空 間 の 設 定 が 自 由 に 行 え る と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 後 者 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 耐 力 壁 で 天 井 と 床 と 左 右 壁 を 形 成 し 、 各 部 屋 を 環 状 に
し た こ と に よ っ て 前 面 と 後 面 を 解 放 し 、 前 面 と 後 面 の 設 計 の 自 由 度 を 高 く し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ３ ６ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ３ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 改 装 に 当 た っ て 、 例 え ば 、 鉄 骨 造 り の 床 組 を 用 い て
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上 下 の 空 間 を 設 定 す る 場 合 、 空 間 内 に 鉄 製 の 柱 材 （ 鉄 骨 ） を 搬 入 し て 加 工 す る の で 、 工 事
が 大 掛 か り に な り 、 大 き な 作 業 音 の 発 生 や 、 粉 塵 の 飛 散 が 避 け ら れ な い 上 に 、 長 尺 な 鉄 骨
は 搬 入 が 不 可 能 な 場 合 も あ り 、 改 装 の 自 由 度 は そ れ だ け 低 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 技 術 で は 、 左 右 や 上 下 の 部 屋 を 繋 げ て １ 空 間 に す る 場 合 、 コ ン ク リ
ー ト 製 の 耐 力 壁 を 崩 す 必 要 が あ る か ら 簡 便 な 改 装 は 不 可 能 で あ る と 共 に 、 上 記 と 同 様 に 、
工 事 が 大 掛 か り に な り 、 大 き な 作 業 音 や 、 粉 塵 の 飛 散 が 避 け ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 部 屋 の 改 装 工 事 、 あ る い は 、 隣 接 す る 部 屋 の 間 の 改 装 工 事 を 自 由 に
、 ま た 、 簡 単 に 行 う こ と が で き る コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 垂 直 に 立 設 さ れ た 複 数 本 の コ ン ク リ ー ト 製 の 構
造 垂 直 柱 部 と 、 こ れ ら の 構 造 垂 直 柱 部 間 を 格 子 状 に 連 結 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 水 平 梁
部 と 、 前 記 構 造 垂 直 柱 部 と 構 造 水 平 梁 部 と で 区 画 さ れ た 左 右 、 前 後 及 び 上 下 の 複 数 の 室 領
域 間 に 設 け ら れ た 木 製 の 壁 体 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、 前 記 壁 体 部 が
上 下 の 室 領 域 間 を 区 画 す る 上 下 壁 と 、 左 右 ・ 前 後 の 室 領 域 間 を 区 画 す る 左 右 前 後 壁 と か ら
な り 、 前 記 上 下 壁 及 び 前 記 左 右 前 後 壁 は 木 材 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て
、 前 記 壁 体 部 が 、 複 数 本 の 棒 体 と 、 こ れ ら の 棒 体 に 固 定 さ れ て 床 部 ま た は 天 井 部 ま た は 左
右 前 後 壁 部 を 形 成 す る 板 材 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て 、 前 記 棒 体 は 、
複 数 本 に 分 割 さ れ た 小 寸 法 棒 体 と 、 こ れ ら の 小 寸 法 棒 体 を 連 結 す る 連 結 手 段 と か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 で あ っ て
、 前 記 棒 体 は 、 前 記 構 造 水 平 梁 部 に 固 定 手 段 を 介 し て 固 定 さ れ 、 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 構
造 水 平 梁 部 に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト と 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト の 挿 入 固 定 板 部 が 挿 入 さ れ る 棒 体
端 部 の ス リ ッ ト と 、 こ の ス リ ッ ト に 挿 入 さ れ た 挿 入 固 定 板 部 を 棒 体 に 固 定 す る ボ ル ト と か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住
宅 で あ っ て 、 前 記 室 領 域 内 に 設 け ら れ て 室 領 域 内 を 間 仕 切 り 可 能 な 木 材 か ら な る 室 内 壁 が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 垂 直 柱 部 及 び 構 造
水 平 梁 部 と で 基 本 的 な 左 右 及 び 前 後 及 び 上 下 の 各 室 領 域 を 構 成 し 、 こ の 室 領 域 の 間 を 木 製
の 壁 体 部 で 区 画 し て 各 部 屋 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 木 製 の 壁 体 部 は 、 工 場 で 予 め 製 造 す る 必 要 が な く 、 現 場 で 加 工 （ 組 み 立 て ま た は 改 修 ）
す る こ と が 可 能 で あ る か ら 、 壁 体 部 に 手 を 入 れ る だ け で 改 装 工 事 が 可 能 に な り 、 例 え ば 、
隣 接 す る 部 屋 の 間 の 改 装 工 事 、 あ る い は 、 左 右 や 上 下 の 部 屋 を 繋 げ て １ 空 間 （ １ 住 戸 ） に
す る よ う な 改 装 工 事 を も 低 コ ス ト で 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 木 製 の 壁 体 部 に は 、 不 燃 性 の 木 材 や 通 常 の 木 材 な ど を 含 む 各 種 の 木 材 を 、 場 所 や
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用 途 や コ ス ト に 応 じ て 自 由 に 選 択 で き る か ら 、 本 発 明 に よ る 改 装 工 事 は 自 由 度 が 極 め て 高
く 低 コ ス ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 各 従 来 例 と 異 な っ て 、 長 尺 な 鉄 骨 の 搬 入 、 鉄 骨 の 加 工 、 コ ン ク リ ー ト 製 耐 力 壁 の
破 壊 な ど を 伴 う 大 掛 か り な 工 事 が 不 要 で あ り 、 作 業 音 の 発 生 や 粉 塵 の 飛 散 が 大 幅 に 低 減 さ
れ る か ら 、 遮 音 や 粉 塵 飛 散 防 止 の た め の 現 場 の 遮 蔽 工 事 が そ れ だ け 簡 素 化 さ れ 、 コ ス ト が
さ ら に 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 請 求 項 １ の 構 成 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の 構 成 と 同 等 の 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 棒 体 に 板 材 を 固 定 し て 壁 体 部 に す る 請 求 項 ３ の 構 成 で は 、 棒 体 と 板 材 の 各 材 料 を
そ れ ぞ れ 自 由 に 選 択 し て 組 み 合 わ せ る こ と が で き る か ら 、 耐 火 性 、 耐 久 性 、 吸 湿 性 、 コ ス
ト な ど 種 々 の 面 で の 要 求 に 対 応 し な が ら 改 修 工 事 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 棒 体 に 不 燃 木 材 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 板 材 に 不 燃 性 材 料 や 難 燃 性 材 料 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 す る 上 に 、 棒 体 に 不 燃 性
で は な い 通 常 の 安 価 な 木 材 を 用 い る こ と が で き る か ら 、 耐 火 性 を 高 く 維 持 し な が ら コ ス ト
を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 棒 体 は 矩 形 断 面 や 正 方 形 断 面 の 棒 体 が 一 般 的 で あ る が 、 棒 体 は こ れ ら の 形 状 に 限
ら ず 、 例 え ば 、 丸 材 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ４ の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 請 求 項 ３ の 構 成 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 小 寸 法 棒 体 を 連 結 手 段 で 連 結 し て 棒 体 に す る 請 求 項 ４ の 構 成 で は 、 こ の 連 結 工 事
を 室 内 で 行 う こ と が 可 能 で あ る か ら 、 改 修 工 事 を さ ら に 低 コ ス ト で 容 易 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ５ の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ の 構 成 と 同 等 の 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 棒 体 を ブ ラ ケ ッ ト （ 固 定 手 段 ） で 構 造 水 平 梁 部 に 固 定 す る 請 求 項 ５ の 構 成 で は 、
棒 体 の 固 定 工 事 を 現 場 で 行 え る か ら 、 改 修 工 事 が さ ら に 低 コ ス ト で 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト に よ っ て 棒 体 は 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ６ の コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の 構 成 と 同 等 の 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 室 領 域 内 を 木 材 製 の 室 内 壁 で 間 仕 切 り す る 請 求 項 ６ の 構 成 で は 、 新 築 時 の 間 仕 切
り 工 事 だ け で な く 、 改 装 工 事 の 間 仕 切 り も 低 コ ス ト で 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ 一 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ～ 図 ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ （ 本 発 明 の 一 実 施 形 態 ） の 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 ［ コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ の 特 徴 ］
　 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ は 、 垂 直 に 立 設 さ れ た 複 数 本 の コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 垂 直 柱
部 ３ と 、 こ れ ら の 構 造 垂 直 柱 部 ３ 間 を 格 子 状 に 連 結 す る コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 水 平 梁 部 ５
と 、 構 造 垂 直 柱 部 ３ と 構 造 水 平 梁 部 ５ と で 区 画 さ れ た 左 右 、 前 後 、 上 下 の 複 数 の 室 領 域 ７
の 間 に 設 け ら れ た 木 製 の 壁 体 部 ９ と か ら な り 、
　 壁 体 部 ９ は 、 上 下 の 室 領 域 ７ 間 を 区 画 す る 上 下 壁 １ １ と 、 左 右 の 室 領 域 ７ 間 を 区 画 す る
左 右 壁 １ ３ と 、 前 後 の 室 領 域 ７ 間 を 区 画 す る 前 後 壁 １ ５ で あ っ て 、 こ れ ら 上 下 壁 １ １ と 左
右 壁 １ ３ と 前 後 壁 １ ５ は 木 材 で 形 成 さ れ て お り 、
　 壁 体 部 ９ が 、 複 数 本 の 棒 材 １ ７ （ 棒 体 ） と 、 こ れ ら の 棒 材 １ ７ に 固 定 さ れ て 床 部 ま た は
天 井 部 ま た は 左 右 前 後 壁 部 を 形 成 す る 板 材 １ ９ と か ら な り 、
　 棒 材 １ ７ は 、 複 数 本 に 分 割 さ れ た 小 寸 法 棒 材 ２ １ （ 小 寸 法 棒 体 ） と 、 こ れ ら の 小 寸 法 棒
材 ２ １ を 連 結 す る 連 結 手 段 ２ ３ と か ら な り 、
　 図 ３ の よ う に 、 棒 材 １ ７ は 、 構 造 水 平 梁 部 ５ に 固 定 手 段 を 介 し て 固 定 さ れ て お り 、 こ の
固 定 手 段 は 、 構 造 水 平 梁 部 ５ に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ の 挿 入 固 定
板 部 ２ ６ が 挿 入 さ れ る 棒 材 １ ７ 端 部 の ス リ ッ ト ２ ７ と 、 ス リ ッ ト ２ ７ に 挿 入 さ れ た 挿 入 固
定 板 部 ２ ６ を 棒 材 １ ７ に 固 定 す る ボ ル ト ２ ９ 及 び ナ ッ ト ３ １ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ［ コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ の 構 成 ］
　 図 １ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ の 一 部 を 示 し て お り 、 上 記 の よ う に 、 コ ン ク リ ー ト
製 集 合 住 宅 １ は 縦 柱 で あ る 構 造 垂 直 柱 部 ３ と 横 梁 で あ る 構 造 水 平 梁 部 ５ と で 基 本 的 な 構 造
を 構 成 し 、 構 造 垂 直 柱 部 ３ と 構 造 水 平 梁 部 ５ と で 区 画 さ れ た 室 領 域 ７ に 木 製 の 壁 体 部 ９ で
あ る 上 下 壁 １ １ と 左 右 壁 １ ３ と 前 後 壁 １ ５ を 取 り 付 け て 各 部 屋 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 板 材 １ ９ を 固 定 し て 壁 体 部 ９ を 構 成 す る 棒 材 １ ７ は 、 複 数 本 の 小 寸 法 棒 材 ２ １ と
、 小 寸 法 棒 材 ２ １ を 互 い に 連 結 す る 連 結 手 段 ２ ３ （ ホ ー ム コ ネ ク タ ー ） と で 構 成 さ れ て お
り 、 図 ４ の よ う に 、 連 結 手 段 ２ ３ は 、 中 空 の ネ ジ 状 コ ネ ク タ ー ３ ３ と 、 枝 管 ３ ５ と で 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 小 寸 法 棒 材 ２ １ ， ２ １ の 連 結 は 下 記 の よ う な 手 順 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ ） 図 ４ （ ａ ） の よ う に 、 接 合 し よ う と す る 小 寸 法 棒 材 ２ １ ， ２ １ の 接 合 面 に コ ネ ク
タ ー ３ ３ を 挿 入 す る た め の 穴 ３ ７ ， ３ ７ を あ け る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ２ ） 片 側 の 小 寸 法 棒 材 ２ １ に 枝 管 ３ ５ を 挿 入 す る た め の 溝 ３ ９ を 加 工 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ ３ ） 図 ４ （ ｂ ） の よ う に 、 コ ネ ク タ ー ３ ３ を 小 寸 法 棒 材 ２ １ ， ２ １ の 穴 ３ ７ 間 に 納 め
、 小 寸 法 棒 材 ２ １ ， ２ １ 間 に 開 き が 出 な い よ う に 仮 止 め を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ４ ） 注 入 ガ ン を 用 い て 枝 管 ３ ５ か ら コ ネ ク タ ー ３ ３ に 専 用 接 着 剤 （ Ａ Ｈ Ｃ ） を 加 圧 注
入 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ５ ） 枝 管 ３ ５ の 脇 か ら 接 着 剤 が 返 流 す る こ と を 確 認 し た 後 、 枝 管 ３ ５ の 取 り 外 し を 行
う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ６ ） 枝 管 ３ ５ を 取 り 外 し た 後 に 、 注 入 孔 （ 溝 ３ ９ ） へ 込 み 栓 （ 木 栓 ） を 打 ち 込 ん で 作
業 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 小 寸 法 棒 材 ２ １ を 連 結 し て 構 成 さ れ た 棒 材 １ ７ に 板 材 １ ９ を 固 定 し て 壁 体 部
９ で あ る 上 下 壁 １ １ と 左 右 壁 １ ３ と 前 後 壁 １ ５ が 構 成 さ れ て お り 、 各 壁 １ １ ， １ ３ ， １ ５
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の 棒 材 １ ７ （ 小 寸 法 棒 材 ２ １ ） の 端 部 を 、 図 ３ の よ う に 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ と ボ ル ト ２ ９ と
ナ ッ ト ３ １ に よ っ て 構 造 水 平 梁 部 ５ に 固 定 し 、 各 部 屋 （ 室 領 域 ７ ） が 区 画 さ れ て い る 。 な
お 、 図 ２ は 、 ４ 方 の 構 造 水 平 梁 部 ５ 側 に 、 矢 印 ４ １ の よ う に 、 小 寸 法 棒 材 ２ １ を そ れ ぞ れ
追 加 し た 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 各 室 領 域 ７ の 内 部 は 木 材 か ら な る 室 内 壁 で 間 仕 切 り す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 小 寸 法 棒 材 ２ １ に 不 燃 性 の 木 材 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 し 、 板 材 １ ９ に 不 燃 性 材
料 や 難 燃 性 材 料 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 す る 上 に 、 小 寸 法 棒 材 ２ １ に 不 燃 性 で は な い 通 常
の 安 価 な 木 材 を 用 い る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ＜ コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ の 効 果 ＞
　 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ は 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 コ ン ク リ ー ト 製 の 構 造 垂 直 柱 部 ３ と 構 造 水 平 梁 部 ５ と で 構 成 し た 上 下 と 左 右 と 前 後 の 各
室 領 域 ７ を 木 製 の 壁 体 部 ９ で 区 画 し 各 部 屋 を 形 成 し て お り 、 木 製 の 壁 体 部 ９ は 、 工 場 で 予
め 製 造 す る 必 要 が な く 、 現 場 で 加 工 （ 組 み 立 て ま た は 改 修 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 木 製 の 壁 体 部 ９ に 手 を 入 れ る だ け の 改 装 工 事 は 容 易 で あ り 、 例 え ば 、 隣 接 す る 部
屋 の 間 の 改 装 工 事 、 あ る い は 、 左 右 や 上 下 の 部 屋 を 繋 げ て １ 空 間 （ １ 住 戸 ） に す る よ う な
改 装 工 事 で も 容 易 に 低 コ ス ト で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 木 製 の 壁 体 部 ９ に は 、 不 燃 性 の 木 材 や 通 常 の 木 材 な ど を 含 む 各 種 の 木 材 を 場 所 や
用 途 や コ ス ト に 応 じ て 選 択 で き る か ら 、 本 発 明 に よ る 改 装 工 事 は 自 由 度 が 極 め て 高 く 低 コ
ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 各 従 来 例 と 異 な っ て 、 長 尺 な 鉄 骨 の 搬 入 、 鉄 骨 の 加 工 、 コ ン ク リ ー ト 製 耐 力 壁 の
破 壊 な ど を 伴 う 大 掛 か り な 工 事 が 不 要 で あ り 、 作 業 音 の 発 生 や 粉 塵 の 飛 散 が 大 幅 に 低 減 さ
れ る か ら 、 遮 音 や 粉 塵 飛 散 防 止 の た め の 遮 蔽 工 事 が そ れ だ け 簡 素 化 さ れ 、 コ ス ト が さ ら に
低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 棒 体 １ ７ （ ２ １ ） に 板 材 １ ９ を 固 定 し て 壁 体 部 ９ に す る 本 発 明 で は 、 棒 体 １ ７ と
板 材 １ ９ の 各 材 料 を そ れ ぞ れ 自 由 に 選 択 し て 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 耐 火 性 、 耐
久 性 、 吸 湿 性 、 コ ス ト な ど 種 々 の 面 で の 要 求 に 対 応 し な が ら 改 修 工 事 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 棒 体 １ ７ に 不 燃 木 材 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 板 材 １ ９ に 不 燃 性 材 料 や 難 燃 性 材 料 を 用 い れ ば 耐 火 性 が 向 上 す る 上 に 、 棒 体 １ ７
に 不 燃 性 で は な い 通 常 の 安 価 な 木 材 を 用 い る こ と が で き る か ら 、 耐 火 性 を 高 く 維 持 し な が
ら コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 小 寸 法 棒 体 ２ １ を 連 結 手 段 ２ ３ で 連 結 し て 棒 体 １ ７ に す る 工 事 は 室 内 で 行 う こ と
が 可 能 で あ る か ら 、 改 修 工 事 を さ ら に 低 コ ス ト で 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 棒 体 １ ７ を ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ で 構 造 水 平 梁 部 ５ に 固 定 す る 固 定 工 事 は 現 場 で 行 わ れ
る か ら 、 改 修 工 事 は さ ら に 低 コ ス ト で 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ に よ っ て 棒 体 １ ７ は 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 ま た 、 各 室 領 域 ７ を 木 製 の 室 内 壁 で 間 仕 切 り す る 場 合 は 、 新 築 時 の 間 仕 切 り 工 事 だ け で
な く 、 改 装 工 事 の 間 仕 切 り も 低 コ ス ト で 容 易 に 行 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅 １ の 天 井 部 ま た は 床 部 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 棒 材 １ ７ を 構 造 水 平 梁 部 ５ に 固 定 す る 固 定 手 段 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 小 寸 法 棒 体 ２ １ ， ２ １ と そ の 連 結 手 段 ２ ３ を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ｂ ） 小 寸 法 棒 体 ２ １ ， ２ １ を 連 結 手 段 ２ ３ で 連 結 す る 途 中 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ 　 コ ン ク リ ー ト 製 集 合 住 宅
　 ３ 　 構 造 垂 直 柱 部
　 ５ 　 構 造 水 平 梁 部
　 ７ 　 室 領 域
　 ９ 　 壁 体 部
１ １ 　 上 下 壁
１ ３ 　 左 右 壁
１ ５ 　 前 後 壁
１ ７ 　 棒 材 （ 棒 体 ）
１ ９ 　 板 材
２ １ 　 小 寸 法 棒 材 （ 小 寸 法 棒 体 ）
２ ３ 　 連 結 手 段
２ ５ 　 ブ ラ ケ ッ ト
２ ７ 　 ス リ ッ ト
２ ９ 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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